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  ◇ホウ素欠乏対策 

    ホウ素の欠乏は花振るいを誘発します。ホウ素は主に土壌から水分と一緒に吸収

されるため、過乾燥になると欠乏を引き起こします。萌芽期以降は定期的にかん水

を行い、また開花期も過乾燥には気をつけましょう。また、ホウ砂の葉面散布も有

効です。開花２週間前と１週間前に 1000 倍で散布してください。開花前の薬剤散布

の際に混用しての散布も可能です。 

 

○無核栽培への転換 

    樹勢が強く、毎年花振るいを起こす樹については、ジベレリンを利用した無核栽

培をお勧めします。また、開花期の天候が悪く、結実不良が予想される場合には有

効な手段となります。しかし、無核栽培の場合は有核栽培と異なり樹勢を強く維持

させる必要があり、花穂整形及び摘粒方法も有核栽培と異なる部分があります（図

２）。そのため、無核栽培に初めて取り組まれる方は JA、普及センター、県果樹試

験場等に問い合わせて下さい。 

◇無核栽培における巨峰のジベレリン処理方法 

  ジベレリン処理は２回に分けて行い、１回目は無核化、２回目は果粒肥大を目的

としています。 

・１回目 満開期      ジベレリン 25ppm＋フルメット 5ppm 

・２回目 満開 10 日後    ジベレリン 25ppm のみ 

   

○べと病対策の徹底 

  一昨年、昨年と非常にべと病の発生が目立ちます。べと病により早期落葉させる

と、翌年の結果枝の確保が困難となるため必ず防除を行いましょう。開花直後にリ

ドミル MZ 水和剤（50 倍）を散布し、袋掛け前にベトファイター顆粒水和剤（3000

倍）を散布して下さい。そして、梅雨入り前に摘粒と袋掛けを終了させ、すぐにボ

ルドー液（50 倍）を散布して下さい。その後、６月下旬にもう一度 IC ボルドー液（50

倍）を散布することで、べと病の発生を抑えることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜キ

  キ

ませ

一つ

 

 

 

 

 

 

 

 

①誘

   

2

強

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②摘蕾

   

時

い

～

ウイフルーツ

キウイフルー

せん（図４）。

つ一つの作業

誘引・摘芯 

キウイフル

20cm 程度の

強く伸長した

ら下旬に枝先

蕾 

キウイフル

を目的とした

時の労力の削

いほど果実肥

～30cm の結

ツ（ヘイワー

ーツの果実は

。そのため、

業を確実に行

ルーツの新梢

の頃、１回目

た枝を対象に

先の摘芯を行

ルーツは、貯

た着花調整が

削減にも繋が

肥大が良くな

結果枝には 1

ード）＞ 

は５月上旬か

授粉前後の

行い、大玉、

梢は４月下旬

の誘引を行っ

に行って下さ

行います（図

貯蔵養分や新

が必要となり

がるため、確

なります。早

1～2 蕾、30c

から急激に肥

管理が果実

高品質果実

旬から５月に

って下さい。

さい。また、

図５）。 

新葉の生産す

ります。摘蕾

確実に行って

早め早めの作

cm～90cm の

肥大し、７月

の大きさに非

実の生産を目

にかけて急速

。２回目以降

１ｍ以上伸

する養分を効

蕾は、初期肥

ていく必要が

作業を心がけ

の結果枝には

上旬以降は

非常に強く影

目指しましょ

速に伸長しま

降は６月頃か

伸長した枝を

効率的に果実

肥大を促すだ

があります。

けましょう。

は 2～4 蕾、9

はほとんど肥

影響してきま

う。 

ます。長さ 15

から１ヶ月に

を対象に６月

実に利用する

だけでなく、

摘蕾、摘果

新梢の長さ

90cm 以上の

肥大し

ます。

5～

１度、

中か

こと

授粉

果は早

で 10

の強い



弱い 強い

最終枝長 ～10cm ～30cm ～90cm 90cm以上
着蕾数/枝 0～1蕾 1～2蕾 2～4蕾 3～4蕾

　　　　　　　　　　　　　　（キウイフルーツの作業便利帳より抜粋）

中庸

摘蕾時の新梢状況
表２　摘蕾時の新梢状況と新梢1本当たりの摘蕾基準

硬度 糖度 ｐH 酸 含種子数
（％） （ｇ） （ｋｇ） （％） （％） （粒）

開花当日授粉 100 69.5 0.134 11.8 3.4 0.65 612.6
1日後授粉 100 75.9 0.133 11.8 3.5 0.66 658.2
2日後授粉 100 73.9 0.142 11.7 3.1 1.06 592.4
3日後授粉 90 70.1 0.172 11.3 3.2 0.98 592.9
4日後授粉 80 67.0 0.147 11.8 3.0 0.73 559.6
5日後授粉 0 - - - - - -
6日後授粉 0 - - - - - -

表３　キウイフルーツの雌花開花後日数別授粉と結実率、果実品質

追熟果の果実品質収穫果
1果重

結実率
処理区

(福井ら、1979）

結果枝には 3～4 蕾残すようにします（図５、表２） 

 

 

 

 

③授粉 

最近ではほとんど輸入花粉を利用されていると思いますが、使用する花粉につい

ては予め発芽率の調査を行って下さい。特に、1 年以上保管しておいた花粉について

は注意が必要です。調査の方法が分からない場合は、JA、普及センター、県果樹試

験場等に問い合わせて下さい。 

◇時期 

キウイフルーツの授粉可能期間は開花後約４日間です。開花後できるだけ早い時期

に授粉することで結実率の向上に繋がります（表３）。開花の早いものから順番に 3

～4 回に分けて授粉を行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇方法 

    キウイフルーツは気温 20～25℃で開花すれば、他の落葉果樹と比べても非常に結

実しやすいです。基本的には、従来通りの手授粉を行ってください。 

   ◇液体授粉 

授粉時期の天候によっては、手授粉を実施できない場合もあります。その場合は、

液体授粉が効果的です。専用の溶液もしくは 0.1%濃度の寒天溶液＋10%ショ糖液に

花粉を良く混和して、スプレーで行います。小雨程度であれば授粉にも問題ありま

せんが、授粉日の温度（20℃以上）が絶対条件となります。実際に行う際は、JA、

普及センター、県果樹試験場等の技術員に相談の上行ってください。 

 

④かん水 

  キウイフルーツは、根圏が浅く土壌の乾燥の影響を受けやすいです。特に、授粉後

１ヶ月間の乾燥は果実の初期肥大に大きく影響し、その後の果実肥大も期待できなく



なります。定期的なかん水を実施して下さい（表４）。 

 
 

 

 

 

 

 

収穫時

縦径 横径 縦径 横径 縦径 横径 １果平均重

（mm） （mm） （mm） （mm） （mm） （mm） （ｇ）

６月乾燥処理 20.2 17.6 43.4 35.2 59.7 47.3 84.2
無処理 26.0 20.2 49.7 36.8 64.5 47.2 89.7

6月15日 10月13日7月9日

表４　土壌の乾燥処理が果実の肥大に及ぼす影響

（愛媛果試、1987 より一部抜粋）


